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機械システム係

装置付属のテンプレートを使用して円１の直径と中心のXY座標を求めてみましょう。



新しい供試品の測定をする
供試品を新たに計測をするには、パートプログラムの新規作成が必要となります。



（１）ファイル>新規作成
QvEasyEditorパート
プログラムをクリックする



（２）プログラムエディタで
変更保存を「いいえ」を
クリックする



（３）警告：測定編集で
ファイル保存を「いいえ」
をクリックする



（３）QVPAKで
レンズ確認で「OK」
をクリックする



（４）パートプログラムの
記録で「OK」をクリックする
⇒ 一から作業可能



測定物座標系設定
供試品の寸法測定の際、どの位置の測定かを示すため、測定物上に原点や基
準軸を設定する。

本例では供試品の表面上一点でオートフォーカスをした後、

2直線の交点を原点に設定し、その内の１直線を基準線（X軸）として直交座標
系を設定する。



オートフォーカス
寸法計測部のエッジを鮮明にするため、撮像のピントを合わせるために、フォー
カスツールを使って自動に焦点を合わせます。



①基本要素ツール
【点要素】アイコン
をクリックする

ピントが外れた状態



③ピントを合わせたい箇所
でポインタをクリックする
ピントが合うと赤色になる

①ビデオツールの設定例
【ワンクリックモード】アイコン
【自動実行】アイコンをクリック
して設定する

②フォーカス用ツール
サーフェスフォーカス（点なし）



原点設定
直交座標系では、原点が基準となるため、まずは原点を設定します。

その標準的な設定方法では、原点としたい点を構成する2本の直線を測定して
その交点を求めます。



①基本要素ツール
【線要素】アイコン
をクリックする

②ビデオツールの設定例
【マルチクリックプラスモード】アイコン
【自動実行】アイコンをクリック
して設定する

③エッジ検出用ツール
【ボックスツール】アイコン
をクリックして、画面エッ
ジ上で起点、終点、
サイズをクリック
指定しピントが合うと
赤色になる



線測定データの内容に問題ないことを確認する



測定結果として出力したい
欄をチェックし、線-1の結果を確定する
なお、出力不要な場合は☑不要



線-2を線-１同様にエッジ検出する。



線-1同様、測定結果として出力したい
欄をチェックし、線-２の結果を確定する
なお、出力不要な場合は☑不要



【算出要素ツール】
交点をクリック



交点を構成する2つの線要素
を選択し、OKをクリック



【座標系設定ツール】
原点をクリック



①交点-１を選択
②原点となる軸を☑し

交点-１を原点にする



線-1をX軸に設定する
直交座標系で基本となるX軸を線-１に設定する。



③座標軸、回転軸を確認し
OKをクリックしX軸を確定

①【座標系設定ツール】
座標軸をクリック

②線-1を選択



整理・整頓・掃除をし、次の利用者のため
原則、現状復帰でお願いします


